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 要 旨 
目的： 
この研究は、飲酒量ごとの 12 ヶ月の冠疾患の発生率を調べた。 

方法： 
2001-2002年のアルコールおよび関連疾患に関する国民疫学調査National 

Epidemiologic Survey on Alcohol and Related Condition( NESARC)参加者43,093名から、

16,147名の非飲酒者、15,884名の適量飲酒者、WHOの性別の1週間当たりの許容量を超え

る9,578名の過剰飲酒者、1,484名の依存者を特定した。診断はDSM-IVによった。 
結果： 
非飲酒者に比べて、適量飲酒者と過剰飲酒者は冠疾患のオッズが低く、依存者と非飲酒

者のオッズには有意差はなかった。社会人口統計学、精神疾患、依存のリスクを調整した

後も、適量飲酒者のみならず過剰飲酒者も冠疾患が少ない傾向が見られた。 
結論： 
我々の研究では、適量飲酒者のみならず、一般的に危険だと思われている飲酒者でさえ、

アルコールは心血管保護作用があるかもしれないことを示している。 

 




